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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期
第３四半期
連結累計期間

第53期
第３四半期
連結累計期間

第52期
第３四半期
連結会計期間

第53期
第３四半期
連結会計期間

第52期

会計期間

自　平成21年
　８月１日
至　平成22年
　４月30日

自　平成22年
　８月１日
至　平成23年
　４月30日

自　平成22年
　２月１日
至　平成22年
　４月30日

自　平成23年
　２月１日
至　平成23年
　４月30日

自　平成21年
　８月１日
至　平成22年
　７月31日

売上高（千円） 5,342,2654,747,6701,810,5021,543,3967,033,511

経常損失（千円） 582,182 529,905 205,747 120,548 857,642

四半期（当期）純損失（千円） 245,1042,366,037154,501 121,770 520,658

純資産額（千円） － － 9,007,4505,994,2488,638,909

総資産額（千円） － － 14,660,88610,499,10614,269,631

１株当たり純資産額（円） － － 18,015.0812,438.9117,926.95

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
490.21 4,909.86 309.01 252.69 1,045.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 61.4 57.1 60.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△67,219 28,669 － － △265,624

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△269,128△40,663 － － △38,387

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△116,067△582,189 － － △323,669

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,194,1543,325,8454,037,183

従業員数（人） － － 641 691 673

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当り四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 691 (45)

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 381 (1)

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

日本（千円） 1,071,970 －

中国（千円） 270,017 －

フィリピン（千円） 208,426 －

合計（千円） 1,550,413 －

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

日本（千円） 1,094,562 － 131,734  －

中国（千円） 268,776 － 38,043 －

フィリピン（千円） 207,618 － 6,057 －

合計（千円） 1,570,956 － 　175,835 －

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

日本（千円） 1,074,829 －

中国（千円） 259,781 －

フィリピン（千円） 208,785 －

合計（千円） 1,543,396 －

（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

 相手先

 前第３四半期連結会計期間

（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

 当第３四半期連結会計期間

（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

 金額（千円）  割合（％）  金額（千円）  割合（％）

 第一精工（株）  277,838  15.3  136,552  8.9

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

　なお、当社グループは、前々連結会計年度において営業損失1,432百万円、前連結会計年度において営業損失870百万

円、当第３四半期連結累計期間においても営業損失515百万円を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しております。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、欧米諸国に於いては欧州金融市場における財政危機の懸念や失

業率の高止まりが影響し低調に推移しましたが、中国を中心とする新興国や資源国は需要増加が経済成長を牽引し

て緩やかながら回復基調となりました。

わが国経済も、中国を中心とする新興国経済の回復に伴い、輸出や生産の回復期待が高まったものの、急激な円高

とデフレ基調が続き、需要回復にも一服感が見え始めました。また、平成23年３月11日に発生した東日本大震災や福

島第一原子力発電所事故の発生による経済へのダメージなど先行き不透明感が高まっております。

当社グループが属する電子工業界におきましては、高性能携帯電話のスマートフォンやタブレットＰＣ等、新しい

機能を持ったＩＴ機器も需要の拡大を牽引し、景気回復期待が高まったものの、長期化する円高やデフレ圧力による

景気の先行き不透明感に加え、震災による経済へのダメージから、市場動向の先行きについては総じて不透明な情勢

であります。

このような状況のもと当社グループは、取引先ニーズへの対応力強化のための工程改善や、新たな顧客層、新商品

分野の開拓、より一層の海外営業の強化を図るなど積極的に受注獲得に取り組んだ結果、多くの案件引合いは得られ

たものの技術対応に想定以上の時間を要したため、売上の回復には至りませんでした。

この結果、当第3四半期連結会計期間の売上高は1,543百万円（前年同期比14.8％減）となりました。また、営業損

失は124百万円（前年同期は営業損失209百万円）、経常損失は120百万円（前年同期は経常損失205百万円）、四半期

純損失は121百万円（前年同期は四半期純損失154百万円）となりました。

なお、東日本大震災による当社グループの建物、機械設備等に対する被害は軽微であり、生産体制に与える影響は

殆どありませんでしたが、国内生産拠点集約リスクが増大したとの判断から、生産拠点の再編計画を見直し現在の国

内４拠点での生産体制を維持することとしております。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

当第３四半期連結会計期間は、新興国経済の回復に伴い、ゆるやかながら回復傾向をみせるものの、急激な円高と

デフレ基調が続き、需要回復にも一服感が見え始めました。また、東日本大震災や福島第一原子力発電所事故等の発

生による経済へのダメージなど先行き不透明感が高まり、売上高は1,074百万円、営業損失87百万円となりました。

② 中国

当第3四半期連結会計期間は、受注回復に向け新工法対応の設備投資や新規取引先ニーズ対応による挽回に努めま

したが、新工法での安定した生産体制の構築に時間を要し、売上高は259百万円、営業損失は59百万円となりました。

③ フィリピン

当第3四半期連結会計期間は、既存顧客でＦＦＣ受注品の失注や新規拡販が受注環境の厳しさにより当初見込んで

いた売上計画を下回ったことから、売上高は208百万円、営業損失は4百万円となりました。

 

（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が893百万円、有形固定資産が2,230百万円が減少したこと

などにより、前連結会計年度末と比べ3,770百万円減少し、10,499百万円となりました。負債は、役員退職慰労引当金

の取崩しが389百万円、長期借入金と社債が523百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比1,125百万円減

少し、4,504百万円となりました、また、純資産は、2,644百万円減少の5,994百万円となりました。この結果、自己資本

比率は57.1％となり、前連結会計年度末比3.4％減少しました。 
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、3,325百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果獲得した資金は、99百万円（前年同四半期比35.3％減）と

なりました。これは主に、たな卸資産の減少が101百万円あったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果獲得した資金は、48百万円（前年同四半期は52百万円の使

用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が36百万円あったものの、定期預金の払戻超過が

87百万円あったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、289百万円（前年同四半期比89.5％増）と

なりました。これは主に、借入金の返済による支出が72百万円、社債の償還による支出が138百万円あったことによ

るものであります。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、28百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（6）重要事象等について 

　　当社グループには「第２ 事業の状況　２ 事業等のリスク」に記載のとおり、将来にわたって事業活動を継続する

との前提に疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループは当該状況を解消すべく、①取引基盤の強化・拡充、②新商品・新分野への展開力強化、③海外事業

の一層の強化を経営の最重要課題として掲げ、具体的な実行計画として下記の重点施策を決定いたしました。今後

は当該施策の着実な実行により、改善ならびに解消が実現できると考えております。

・海外事業への経営資源の重点配分

・成長分野での新商品開発体制の強化

・一貫加工体制の強化

・生産拠点の役割の明確化

・連携とサポート力強化のための組織再編とスリム化

・希望退職者募集による人件費の削減

・役員報酬の削減幅拡大　

したがいまして、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,760,000

計 1,760,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年６月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 500,000 500,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数10株

計 500,000 500,000 － －

　 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年２月１日～

平成23年４月30日
－ 500,000 － 962,200 － 870,620

　 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

①【発行済株式】　

　 平成23年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    18,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   481,800 48,180
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式

単元未満株式 　普通株式　　　 100 － 同上

発行済株式総数 500,000 － －

総株主の議決権 － 48,180 －

 

②【自己株式等】

 平成23年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱山王
横浜市港北区綱島東

五丁目８番８号　
18,100 － 18,100 3.62

計 － 18,100 － 18,100 3.62

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
８月

９月 10月 11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 2,995 2,850 2,780 2,950 3,185 3,420 3,380 3,085 1,790

最低（円） 2,585 2,630 2,490 2,527 2,695 3,010 3,030 1,205 1,530

（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動 

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役　 生産・営業担当　 常務取締役 生産・海外・海外支援担当　
久志田 勉

　
平成23年５月17日

取締役 海外担当　 取締役 国内営業部長兼海外営業部長 前田 次利平成23年５月17日

取締役 技術部長　 取締役
技術部長兼

新規開発プロジェクト部長
岩城 泰彦平成23年５月17日

取締役
経理部長兼経営企画部長

情報開示担当　
取締役 経理部長 鈴木 啓治平成23年５月17日

取締役
営業部長兼

新規開発プロジェクト部長
取締役

経営企画部長

情報開示担当　
三浦 尚 平成23年５月17日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年８月１日から平成22年４月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年８月１日から

平成23年４月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平

成22年４月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年８月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成23

年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年８月１日から平成23年４月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,604,420 4,497,837

受取手形及び売掛金 1,779,871 1,946,351

製品 73,098 73,768

原材料及び貯蔵品 1,516,174 1,538,723

その他 89,578 96,333

貸倒引当金 △12,633 △15,000

流動資産合計 7,050,510 8,138,014

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2
 434,158

※1, ※2
 1,587,407

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 829,162

※1
 954,880

土地 ※2
 1,495,130

※2
 1,826,215

その他（純額） ※1
 93,773

※1
 713,759

有形固定資産合計 2,852,225 5,082,262

無形固定資産 75,932 243,379

投資その他の資産

投資有価証券 306,756 320,698

繰延税金資産 148 165

その他 224,391 495,798

貸倒引当金 △10,857 △10,688

投資その他の資産合計 520,438 805,974

固定資産合計 3,448,596 6,131,616

資産合計 10,499,106 14,269,631
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 219,203 309,360

短期借入金 1,707,510 1,678,736

1年内返済予定の長期借入金 187,290 321,460

1年内償還予定の社債 277,000 277,000

未払法人税等 12,016 14,669

その他 479,752 562,520

流動負債合計 2,882,773 3,163,746

固定負債

社債 318,000 595,000

長期借入金 275,000 387,500

退職給付引当金 642,804 636,715

役員退職慰労引当金 104,733 493,862

繰延税金負債 3,330 11,114

その他 278,216 342,783

固定負債合計 1,622,085 2,466,976

負債合計 4,504,858 5,630,722

純資産の部

株主資本

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 4,695,464 7,061,502

自己株式 △56,489 △56,489

株主資本合計 6,471,794 8,837,832

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 38,992 57,891

為替換算調整勘定 △516,538 △256,814

評価・換算差額等合計 △477,546 △198,923

純資産合計 5,994,248 8,638,909

負債純資産合計 10,499,106 14,269,631
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成22年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成23年４月30日)

売上高 5,342,265 4,747,670

売上原価 4,718,838 4,242,540

売上総利益 623,426 505,129

販売費及び一般管理費 ※1
 1,213,916

※1
 1,020,259

営業損失（△） △590,490 △515,129

営業外収益

受取利息 21,892 12,784

受取配当金 875 1,764

作業くず売却益 － 8,026

その他 30,984 16,792

営業外収益合計 53,752 39,367

営業外費用

支払利息 41,657 32,711

その他 3,786 21,432

営業外費用合計 45,444 54,143

経常損失（△） △582,182 △529,905

特別利益

固定資産売却益 544 802

貸倒引当金戻入額 － 3,897

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 312,354 －

受取保険金 49,411 －

保険解約返戻金 － 136,872

役員退職慰労引当金戻入額 － ※2
 201,501

特別利益合計 362,310 343,073

特別損失

固定資産売却損 － 18

固定資産除却損 3,695 1,940

減損損失 － ※3
 2,129,789

災害による損失 － 3,244

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,989

和解金 － ※4
 6,609

投資有価証券評価損 － 2,678

その他 － 2,000

特別損失合計 3,695 2,158,271

税金等調整前四半期純損失（△） △223,566 △2,345,103

法人税、住民税及び事業税 23,223 23,682

法人税等調整額 △1,685 △2,747

法人税等合計 21,537 20,934

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,366,037

四半期純損失（△） △245,104 △2,366,037
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年４月30日)

売上高 1,810,502 1,543,396

売上原価 1,588,472 1,365,208

売上総利益 222,030 178,188

販売費及び一般管理費 ※
 431,978

※
 302,434

営業損失（△） △209,948 △124,246

営業外収益

受取利息 5,114 3,573

助成金収入 4,416 －

為替差益 2,316 3,058

その他 6,890 10,996

営業外収益合計 18,737 17,628

営業外費用

支払利息 13,252 9,848

その他 1,284 4,083

営業外費用合計 14,537 13,931

経常損失（△） △205,747 △120,548

特別利益

固定資産売却益 544 －

貸倒引当金戻入額 － 1,895

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 17,515 －

受取保険金 49,411 －

特別利益合計 67,472 1,895

特別損失

固定資産除却損 158 －

災害による損失 － 3,244

特別損失合計 158 3,244

税金等調整前四半期純損失（△） △138,433 △121,897

法人税、住民税及び事業税 5,900 3,456

法人税等調整額 10,167 △3,583

法人税等合計 16,067 △126

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △121,770

四半期純損失（△） △154,501 △121,770
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成22年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成23年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △223,566 △2,345,103

減価償却費 617,619 387,865

減損損失 － 2,129,789

貸倒引当金の増減額（△は減少） △56,391 △2,197

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,314 6,584

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 26,052 △389,128

受取利息及び受取配当金 △22,767 △14,549

支払利息 41,657 32,711

為替差損益（△は益） △5,581 3,580

和解金 － 6,609

固定資産除売却損益（△は益） 3,150 1,155

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,678

売上債権の増減額（△は増加） △287,009 139,315

たな卸資産の増減額（△は増加） △359,213 △18,255

仕入債務の増減額（△は減少） 50,678 △74,831

その他 192,591 208,724

小計 △20,467 74,949

利息及び配当金の受取額 23,936 18,712

利息の支払額 △44,834 △34,724

和解金の支払額 － △6,609

法人税等の支払額 △25,854 △23,658

営業活動によるキャッシュ・フロー △67,219 28,669

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △741,458 △400,960

定期預金の払戻による収入 786,475 563,850

有形固定資産の取得による支出 △297,006 △197,462

有形固定資産の売却による収入 － 1,400

無形固定資産の取得による支出 △7,629 △978

投資有価証券の取得による支出 △12,198 △12,672

その他 2,688 6,160

投資活動によるキャッシュ・フロー △269,128 △40,663

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 35,199

長期借入金の返済による支出 △337,770 △246,670

社債の償還による支出 △277,000 △277,000

セール・アンド・リースバック取引による収入 543,046 －

リース債務の返済による支出 △19,027 △93,718

配当金の支払額 △25,316 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △116,067 △582,189

現金及び現金同等物に係る換算差額 △85,742 △117,154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △538,158 △711,337

現金及び現金同等物の期首残高 4,732,313 4,037,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,194,154

※
 3,325,845
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用しておりま

す。

これにより、営業損失、経常損失が620千円増加、税金等調整前四半期純損失が12,609千円増加しております。また、当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は26,475千円であります。　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

２．前第３四半期連結累計期間まで営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「作業くず売却益」は、当第３

四半期連結累計期間において営業外収益の総額の100分の20を超えたため、区分掲記しました。 

　　なお、前第３四半期連結累計期間の「作業くず売却益」の金額は、6,192千円であります。　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

 

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間 
（自　平成22年８月１日 
 至　平成23年４月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費については、

当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期間按分す

る方法により算定しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成22年７月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,841,075千円で

あります。

※２　担保資産

　　　担保に供されている資産について、事業の運営において

重要なものであり、かつ、前連結会計年度末に比べて著

しい変動が認められるもの　

建物 31,061千円

土地 1,230,476千円

合計 1,261,537千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,338,307千円で

あります。

※２　担保資産

　　　

　

　

建物 762,798千円

土地 1,489,528千円

合計 2,252,327千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

役員報酬 140,979千円

給与 237,754 

貸倒引当金繰入額 469 

退職給付費用 12,281 

役員退職慰労引当金繰入額 26,052 

研究開発費 222,265 

 

──────────　

　

──────────　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　　

　　

　

　　

──────────　　

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

役員報酬 112,922千円

給与 229,888 

退職給付費用 16,754 

役員退職慰労引当金繰入額 15,800 

研究開発費 107,989 

 

※２　役員退職慰労金の受領辞退に伴う取崩額等でありま

す。

※３　減損損失

　第２四半期連結会計期間において、以下の資産グループに

ついて減損損失を計上しております。

用途　 事業用資産
共用資産

　
合計　

場所
郡山市

東北工場

秦野市

秦野工場
横浜市　

 減損損失

（千円）

建物及び

構築物
716,823　 47,379311,0461,075,249

機械装置

及び運搬具
　2,37156,734 43,753 102,860

土地 96,891133,807100,385 331,085

有形固定資

産その他
388,860　9,481 92,011 490,354

無形固定資

産
24,026　7,845 98,368 130,240

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小の単

位として、工場ごとに資産のグルーピングをしております。

本社、研究開発施設等の独立してキャッシュ・フローを生

み出さない資産は共用資産としております。

　経営環境の悪化により収益性が著しく低位で推移してお

り、将来キャッシュ・フロー見積期間にわたって回収可能

性が認められない事業用資産及び共用資産の各種固定資産

を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として

特別損失に計上しております。

　回収可能価額は、事業用資産については主として使用価値

により測定しており、将来キャッシュ・フローを3.3％で割

り引いて算出しております。共用資産については正味売却

価額により測定しており、固定資産税評価額に合理的な調

整を行って算出しております。

※４　パート社員との労働争議に関する裁判上の和解金で

あります。
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬 45,371千円

給与 81,654 

退職給付費用 5,842 

役員退職慰労引当金繰入額 11,644 

研究開発費 106,400 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬 35,476千円

給与 75,940 

退職給付費用 1,129 

役員退職慰労引当金繰入額 6,175 

研究開発費 28,228 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年４月30日）

 （千円）

現金及び預金勘定 4,724,554

預入期間が３か月を超える

定期預金
△530,400

現金及び現金同等物 4,194,154

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年４月30日）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,604,420

預入期間が３か月を超える

定期預金
△278,574

現金及び現金同等物 3,325,845

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年８月１日　至　

平成23年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 500,000株

  

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式     18,105株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年４月30日） 

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は

ありません。

　

　前第３四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成22年４月30日） 

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は

ありません。

 　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年４月30日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,252,819557,6821,810,502 － 1,810,502

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － －  (－) －

計 1,252,819557,6821,810,502 (－) 1,810,502

営業利益又は営業損失（△） △242,392 12,699△229,693(△19,744)△209,948

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成22年４月30日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 3,614,9851,727,2795,342,265 － 5,342,265

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － －  (－) －

計 3,614,9851,727,2795,342,265 (－) 5,342,265

営業利益又は営業損失（△） △662,713 9,413△653,299(△62,809)△590,490

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

アジア諸国………フィリピン、中国

３．会計処理方法の変更

前第３四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成20年９月26日）が平成22年３月31日以前に開始する連結会計

年度から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間から当会計基準を適用し、当社の棚

卸資産（めっき材のうちめっき槽）の評価方法を後入先出法から先入先出法に変更しております。この結

果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の日本の営業損失は、12,639千円減少して

おります。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年４月30日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 598,844 598,844

Ⅱ　連結売上高（千円） － 1,810,502

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 33.1 33.1

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成22年４月30日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,854,297 1,854,297

Ⅱ　連結売上高（千円） － 5,342,265

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 34.7 34.7

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外に属する国又は地域

アジア諸国………フィリピン、中国等 

　

 

EDINET提出書類

株式会社山王(E02121)

四半期報告書

21/27



【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、国内においては当社が、海外においては中国等を

山王電子（無錫）有限公司、東南アジアの各地域をＳＰＭＣ（Sanno Philippines Manufacturing

Corporation）がそれぞれ担当しております。

　したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「中国」及び「フィリピン」の３つを報告セグメントとしております。

　

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第３四半期連結累計期間（自 平成22年８月１日　至 平成23年４月30日）

　（単位：千円）

　 日本 中国 フィリピン 合計
調整額　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高 　　 　　　　 　　　　 　　 　 　　

外部顧客への売上高 3,283,098　 　743,779　720,7924,747,670　 － 4,747,670　

セグメント間の内部売上高又

は振替高　
55,059 － － 55,059△55,059 －

計　 3,338,158　 743,779　 720,792　 4,802,730　 △55,0594,747,670

セグメント利益又は損失(△)　 △510,653△125,418　40,166△595,905　80,775　 △515,129

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　　　

　当第３四半期連結会計期間（自 平成23年２月１日　至 平成23年４月30日）

　（単位：千円）

　 日本 中国 フィリピン 合計
調整額　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高 　　 　　　　　　 　　　　 　　 　 　　

外部顧客への売上高 1,074,829　 　259,781　208,7851,543,396　 － 1,543,396　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
35,581 － － 35,581△35,581 －

計　 1,110,411　 259,781　 208,785　 1,578,977　 △35,5811,543,396

セグメント利益又は損失(△)　 △87,468△59,685　△4,491△151,645　27,399　 △124,246

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　　　

（追加情報）　

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び、「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成22年７月31日）

１株当たり純資産額 12,438.91円 １株当たり純資産額 17,926.95円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額 490.21円 １株当たり四半期純損失金額 4,909.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
至　平成22年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日)

四半期純損失（千円） 245,104 2,366,037

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 245,104 2,366,037

期中平均株式数（千株） 499 481

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額 309.01円

 

１株当たり四半期純損失金額 252.69円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日)

四半期純損失（千円） 154,501 121,770

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 154,501 121,770

期中平均株式数（千株） 499 481
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

（株式の分割及び単元株式数の変更）　

　当社は、平成23年６月８日開催の取締役会において、株式の分割及び単元株式数の変更を行うことを決議いたしました。

１．株式の分割及び単元株式数の変更の目的

　　平成19年11月27日に単元株式数（売買単位）を100株に統一することを目的として全国証券取引所が公表いたしまし

た「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨に鑑み、当社株式の分割を実施するとともに、単元株式数を100株に変

更いたします。

  　この株式の分割及び単元株式数の変更の目的は、投資家の皆さまにより投資しやすい環境を整え、当社株式の流動性

の向上と投資家層の拡大を図ることを目的とするものであります。

２．株式分割の概要

（１）分割の方法

　　平成23年７月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有株式数１株につき10株の割合をもって分割します。

（２）分割により増加する株式数

　　① 株式分割前の発行済株式総数        500,000株

　　② 今回の分割により増加する株式数  4,500,000株

　　③ 株式分割後の発行済株式総数      5,000,000株

　　④ 株式分割後の発行可能株式総数　 17,600,000株

（３）効力発生日　　平成23年８月１日

３．単元株式数の変更

（１）変更する単元株式数

　　上記「２．株式分割の概要」に記載した株式分割の効力発生日をもって、単元株式数を現行の10株から100株に変更い

たします。

（２）効力発生日　　平成23年８月１日

　　なお、当該株式分割が前連結会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における（１株当たり情報）の各数値は

それぞれ以下のとおりであります。

　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成22年７月31日）

１株当たり純資産額 1,243.89円 １株当たり純資産額 1,792.70円

 　１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額 49.02円 １株当たり四半期純損失金額 490.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額 30.90円 １株当たり四半期純損失金額 25.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年６月11日

株式会社山王

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　洋　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平成

21年８月１日から平成22年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月

30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年８月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成22年４月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は第１四半期連結会計期間より会

社の棚卸資産（めっき材のうちめっき槽）の評価方法を後入先出法から先入先出法へ変更している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年６月10日

株式会社山王

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　洋　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平成

22年８月１日から平成23年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月

30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年８月１日から平成23年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成23年４月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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